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GPA 導入に関する基本方針 (2009/12/14) 

 

素案から「履修登録の上限設定」および「教育支援プログラム」を除き 2010 年度から GPA

制度を全学同時に導入する。 

 

１．現行の 4 段階評価を 5 段階評価に改め、国際基準の GPA 制度を一部修正して採用する。 

 

合否区分    評価 評点 グレードポイント 

合 格 

ＡＡ（秀） １００～９０点   ４．００ 

Ａ（優） ８９～８０点   ３．００ 

Ｂ（良） ７９～７０点   ２．００ 

Ｃ（可） ６９～６０点   １．００ 

不合格 
Ｄ（不可） ５９点以下   ０．００ 

DH(不可保留)＊ ＧＰＡ計算対象外  

履修取消 Ｗ（Withdrawal） ＧＰＡ計算対象外  

＊ 合格点には達しないが一定の条件を満たしている者に補習等を課し、当該学期以内に再評

価することができる。その際の成績は DH（D Holding; 不可保留）とし、GPA の対象と

しない。再評価で成績が確定した場合（最高点は C（可））、次期の GPA に加える。 

 

２．GPA の計算方法と成績通知表や成績証明書への記載について（素案通り） 

(1) 算出式： 

4.0×秀の修得単位数＋3.0×優の修得単位数＋2.0×良の修得単位数＋1.0×可の修得単位数 

           総履修登録単位数（「不可」の単位数を含む） 

① GPA の計算は、小数点第３位以下を四捨五入するものとする。 

②「履修取消（Ｗ）」は、計算式に含まない。 

③「総履修登録単位数」には、不合格科目を再履修し、合格の評価を得た場合及び再履修の結 

果再び不合格の評価であった場合の、それぞれの再履修前の不合格評価については、通算の

GPA（以下、通算 GPA）には算入しない。ただし、学期ごとに算出する GPA（以下、学期

GPA）にはそれぞれ算入する。 

  

(2) 成績通知表や成績証明書への記載 

 各学期に配布される成績通知表には、学期 GPA 及び通算 GPA を記載する。ただし、成績証 

明書への記載は今後の検討課題とし、当分の間 GPA を記載しないことにする。 

 

３．GPA 算出の対象科目 （素案通り） 

(1) 本学が提供する科目のうち各学部において、 

 ① ５段階評価によって成績を認定される科目であって、かつ、 

② 卒業要件に算入されるすべての科目を対象とする（他学部履修を含む）。 

③ 特別な理由があって GPA 算出の対象外としなければならない科目にあっては、その都度

カリキュラム開発部門委員会で検討する。 

(2) 本学在学中に、他大学あるいは留学先の大学等での履修によって修得した単位も、上記２要 

件（①及び②）を満たす場合は、対象となる。 
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(3)「合格（認定を含む）・不合格」による評価は対象としない。 

 

なお、既修得単位として認定された入学・編入学以前の修得単位及び英語単位「優秀認定」制

度により認定された単位は、当該学期以外の時期における学修に基づくので、学期 GPAに算入せ

ず、通算 GPAにのみ算入する。 

 

４．履修取消し制度について （素案通り） 

「履修取消し」は、前期及び後期の一定期間に、本人から申請があった場合にこれを認める。 

履修取消をした科目については、GPA の算出の対象外となるが、翌年度以降に再び履修登録を

して履修を復活しない限り、成績通知表等にその記録「履修取消（Ｗ）」が残ので、安易に履

修登録をし、それを取消すことは避けなければならない。 

 

５．GPA の特典と CAP 制（履修単位の上限設定） 

修正案 １．GPA の特に優れた者に与える特典については、小規模の修正を加えた上で実施する。 

      ① 全学の GPA 上位 10 位までの学生を入学式または卒業式で学長表彰する。 

      ② 北海道文教大学特別奨学生（授業料減免）の選考で優遇する。 

      ③ 交換留学生等の選考で優遇する。 

２．履修単位の上限設定（GPA の得点が 2.0 ポイント未満の場合、次の学期の履修登録 

単位数を最高 14 単位までとする）、および学年の最低履修単位を 20 単位（半期で

取得も可）は来年度以降の検討事項とする。 

 

６．教育支援プログラム（来年度以降の検討事項とする） 

 

 

７．教育環境の整備 （素案通り） 

 シラバス、教務課の履修支援ソフト、指導教員制（「教育支援プログラム」の項を除く）につ

いては中間報告にしたがい来年度から実施する。 

 

８．新制度の実施時期と旧制度の成績 

(1)  2010 年 4 月から全学部同時に実施する。 

(2)  旧制度の成績の読替えについては、成蹊大学方式（A-4.000、B-2,667、C-1.333）は、シミ 

ュレーションの結果、本学に適さないことが分かったので次の通り変更する。 

 

 成績評価 評点（ＧＰ）      備   考 

 

合 格 

     Ａ（優）  3.50  

     Ｂ（良）   2.00 

     Ｃ（可）   1.00 

不合格 Ｄ（不可）、「／」「欠」を含む   － ＧＰＡの対象としない 

 

なお、成績を提出する際には、成績表に出席回数を記入し、不合格の場合はその理由あるいは勉

学上のアドバイスを付す。 


